
【取組内容】 ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（社会科 授業公開：６月）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

授業者の個人的な研究テーマ
『思考の言語化を促す教材・教具、支援の工夫』
Googleスライドを用いて、考えを表現したり、共有したりし
た。生徒は、教科書、資料集、インターネットから該当する情
報を精査し、スライドにまとめていった。教師は適宜、個人や
グループに対して、声がけを行った。

【成果】
★個別最適な学びの場面
まとめるものはGoogleスライドだったが、調べる物自体は教
科書、資料集、インターネット、友との共有などあり、学習方
法は多岐にわたっていた。（本時では指導の個別化が多くみら
れた。）
★協働的な学びの場面
Googleスライドを用いることで、グループ内はもちろん、他
のグループで同じような内容を検討している友とも共有するこ
とができていた。また、友とスライドを見合ったり、他のスラ
イドを参考にしたりしている生徒もいた。



【取組内容】 ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（社会科 授業公開：１２月）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

手立てについて
→自分が選択した立場によって、３つの政策を評価していた。
ICTを用いることで、一人だけではなく、色々な立場との意見の
交流が生まれるように工夫した。

★個別最適な学びの場面
武士・町人・百姓という３つの立場を生徒自身が選択できるよ
うにした。立場によって、それぞれの政策に対して、評価する
視点を与えることで、メリットやデメリットを自分なりに深め
られるようにした。
★協働的な学びの場面
クラス全員が入って操作できるようなICTのホワイトボードツー
ルを活用し、画像を動かすことで、自分なりの考えをまとめて
いた。その様子はクラス全体の生徒が見られる状態になってい
たため、離れた席の生徒同士が授業の後半で、クロームブック
を見ながら、直接意見を交わしている様子も見られた。（右下
の２枚の画像）



【取組内容】 ②情報活用能力の育成（社会科 授業公開：１０月）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「情報活用能力を育む授業づくりガイドブック中学校編」より引用
（日本教育情報化振興会（JAPET&CEC）より発行）

ホワイトボードツールを使い、考えをまとめることに対して生徒自身は熱心に取り
組んでいた。「教科としての学び」を深める時間と「情報活用能力の育成」という
両面を意識しながら授業を行った。
本時は、上記の５つの学習プロセスの【２情報の収集、３整理・分析】が中心と
なっていた。
自分の考えの根拠となるものを見つけ出したり、ICT機器を用いて、伝わりやすい
ように画像や文章でまとめようとしていた。１年生ということもあり、ICTツール
に慣れることも目的の一つであったため、教科としての学びの部分が浅くなってし
まったところもある。ここまでまとめられる生徒だったからこそ、自分の考えを
もった状態で「議論すること」で、より考えを深めることができたと思われる。
ICT機器を使いながら教科の特色を伸ばすことは、全体としての課題であることが
分かった。

授業の構想及び実践に資する学習のプロセスに情報活用能力を位置づけた指導指標を開発
し、それを「情報活用能力ベーシック」と名づけました。「情報活用能力ベーシック」は、
学習指導要領をはじめ、文部科学省が公開している関連文書を対象に、「情報活用能力ベー
シック」に適合するキーワードを抜き出し、整理したものです。（抜粋、引用）



【取組内容】 ③校務ＤＸ（Google Chatを校務の中で活用していく事例）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

多くは、研究授業等の際に、
授業を参観できなかった先生
にも様子が伝わるように画像
や映像を投稿している。
研究授業の際は、指導案や
ワークシート、生徒が使う
Google Workspaceなども共
有している。
参観された先生方は、チャッ
トにメッセージを残すように
声がけをしている。そういっ
たことで、乾燥の共有も
チャット内で行えている。

【校務での利用】
・教務主任から、ＰＤＦ化されている日報をチャッ
トに送信してもらっている。手元で日課を確認でき
る。
・生徒会では、多くの資料をGoogleドキュメントを
使って作成している。職員会や連絡会などでは、そ
のデータをチャットに共有することで、その場での
確認ができるようにしている。
・職員用のGoogleチャットで日常的な連絡等に活用
している。「だれでも」「どこでも」使えることが
できていると感じている。
これらの活用によって、ペーパーレス化、即時的

な情報共有がかなり進んできているように感じてい
る。職員全体として、繰り返し使うことで、日常の
中に浸透していくと考えられる。まずは全体で使っ
ていくことが大切であると感じている。



【取組内容】 ③校務ＤＸ（出欠確認や出席停止等の確認をGIGA環境で確認している事例）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校務DXの紹介
●校務支援システムの活用
→欠席連絡、学年通信、学級通信の送信、部活でも活用中

このことによって、朝の電話当番の業務をなくすことができた。また、
全校・学年・学級等の範囲での急な連絡も即時届けることができるよう
になった。
●Googleスプレッドシート
→感染症罹患者の把握、身体測定の入力等

どこにいても職員ならば、感染症の罹患者を確認することができるよう
になっている。また、以前まで身体計測の数値は手書きのものを打ち込
みなおしていた。それをスプレッドシートを利用することで、計測終了
後に入力も完了することができた。今までは、紙に書いて、後日入力し
ていたが、その手間がなくなり、業務軽減につながっている。

大変だと思う業務を見つけ出し、どうしたら軽減させていけるかを工夫
していくことで、働き方改革への一歩を踏み出していけると思う。


